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・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。 

 

 



単位：千円、％

　　主な増減理由
・防災ラジオ普及事業の見直しによる増　　　　　　　　 ４２，７４０千円

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　　○

　　・自動起動防災ラジオ購入　ほか

要求に関する基本方針

危　機　管　理　室

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

実践的な防災訓練の実施 ４，８４６千円　
（４，４００千円）

　大規模地震の発生を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・会場設営委託、訓練用消耗品購入　ほか

一般会計 95,066 137,275 42,209 44.40

大規模災害を想定した実践的な防災訓練の充実

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制の整備

要求のポイント

災害対策事業の推進 １２７，１０８千円　
（８５，４０２千円）

　災害発生など不測の事態に備え、地域防災力の強化を図るために必要な経費を計上

　　・防災備蓄物資購入

　　・防災エキスパートの育成



単位：千円、％

　　主な増減理由
・デンバー市との姉妹都市提携５５周年記念事業の増 １，５００千円
・公衆無線ＬＡＮ整備費の減 △６，０００千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜海外戦略＞

　　　○

　ターゲットを明確にした誘客・販売活動強化を図るために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域のニーズに合った多言語サイトの運営

　　・公衆無線ＬＡＮサービスの運営とマーケティングへの活用

　　・物販のＰＲも兼ねた誘客活動

　　・海外販売の状況調査

　　・外国人が滞在しやすい環境の整備（ボランティア通訳ガイド養成）

　　・消費税免税制度の活用促進のための研修会等の開催

＜交流＞

　　　○

　　・姉妹友好都市との具体的な交流の推進

　　・デンバー市との姉妹都市提携５５周年記念事業の実施

　　・誘客や物販につながる交流の推進

　国際化推進のために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域との相互理解の促進

海　外　戦　略　室

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

効果の高い誘客・販売展開 ４１，０２９千円　

一般会計 73,208 71,071 △ 2,137 △ 2.92

要求に関する基本方針

要求のポイント

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

（４５，８４０千円）

海外の国・地域とのつながりの強化 ３０，０４２千円　
（２７，３６８千円）

　姉妹友好都市との絆の強化を図るために必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・就農関係移住施策の集約による減 △６，９０８千円
・地域審議会委員報酬の減 △４，５５０千円
・情報通信基盤整備事業補助金の減 △２５０，０００千円
・地域づくり振興事業費の減 △１２６，６００千円
・国勢調査をはじめとした諸統計調査費の増 ２１，５６０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

効率的で利便性が高い公共交通体系の確保

要求のポイント

情報社会の恩恵を享受できる情報通信基盤の整備及び情報通信技術の活用

会計名

企　画　管　理　部

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計

（９５，６２４千円）
　各種媒体による情報発信等に必要な経費を計上

　　・政策検討市民委員会及び市民と市長の対話集会の開催　ほか

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９５，６２４千円　

1,679,129 1,337,354 △ 341,775 △ 20.35

簡素で効率的な行政運営や持続可能な行財政基盤の確立を図るための行政
改革の推進



＜行財政運営＞

　　　○

　  ・省庁等への職員派遣　ほか

＜情報＞

　　　○

　　　○

＜公共交通＞

　　　○

（５００，０００千円）
　ＣＡＴＶ事業の整備促進に必要な経費を計上

　  ・階層別研修をはじめ各種研修の実施 

（２７，２００千円）
　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

情報通信基盤整備の推進 ２６７，４２０千円　

職員の意識改革と資質向上の推進 ２３，０４６千円　

　バス運行等に必要な経費を計上

　　・まちなみバス、のらマイカーの運行　ほか

　　・ＣＡＴＶ事業者の情報通信基盤の整備に対する助成

電子市役所の構築 ３９６，８１２千円　
（４４０，９８５千円）

　情報システムの整備、運用等に必要な経費を計上

　　・社会保障・税番号制度導入に向けたシステム改修　ほか

生活に必要な公共交通の確保 ２０５，７４０千円　
（２０４，２４０千円）



単位：千円、％

○○

・市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減 △１９０，６５２千円
・市有施設解体工事費の減 △４９，７００千円
・支所庁舎整備による増 ２１，５００千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価　ほか

公平な課税と税収納率の向上 ４４，２６３千円  
（３８，２００千円）

（１４０，０４１千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務　ほか

（４１４，１８８千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　・支所庁舎整備基本設計

財産管理の適正化と効率的な運用 ６４，９６３千円　

庁舎等の適正管理と必要な整備の推進 ４５９，７５９千円　

公平な課税と税収納率の向上

要求のポイント

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

一般会計 6,594,496 6,379,150 △ 215,346 △ 3.27

財　務　部

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・地域づくり活動への財政支援制度創設による増 ２５０，０００千円
・飛騨高山文化芸術祭プレイベント開催による増 １５，５００千円
・生涯学習施設の整備による増 ４１，１２０千円

　　　○ 協働のまちづくりによる地域課題の解決

　　　○ 豊かで活力あるまちづくりに活かされる生涯学習の推進

　　　○ 市民自ら自発的・主体的に創造する新たな文化芸術の振興

　　　○ スポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・まちづくり協議会による地域づくり活動への支援

　　・市民活動団体への助成

　　・町内会防犯灯の改修等の助成

　　・町内会への加入促進　ほか

　　　○

　　・講師派遣などによるワーク・ライフ・バランスの推進

増減率

（６７，９９８千円）
協働のまちづくりの推進

　　・意識の高揚を図るための講演会や講座などの開催

（１，３４１千円）

要求に関する基本方針

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

一般会計 875,398 1,174,524

男女共同参画の推進

要求のポイント

　第４次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

１，５５７千円　

対前年度増減額

　地域づくり活動と市民活動を推進するために必要な経費を計上

299,126 34.17

２８８，１０９千円　



＜交流・地域福祉＞

　　　○

　　・高山市平和の日の啓発と平和シンポジウムの開催

　　・人権講演会の開催

＜生涯学習＞

　　　○

　　・生涯学習講座の開催

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　ほか

　　　○

　　・まちづくりを担うリーダーを養成するための研修等の開催

　　・現代的、社会的課題についての学習情報の提供

　　・地域における社会教育活動の推進

＜文化芸術＞

　　　○

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山文化芸術祭プレイベントの開催

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

　　・新たな文化芸術発信事業の実施　ほか

＜スポーツ＞

　　　○

　スポーツの振興を図るために必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ指導者の養成及びスポーツ教室の開催

　　・スポーツ少年団活動、各種スポーツ大会開催に対する支援　ほか

　　　○

　高地トレーニングエリアの利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・トップアスリート受入体制の整備

　　・高地トレーニング施設の維持管理と利用促進

（２３，８６２千円）

生涯学習の推進 ４５３，２７０千円　

２，３０８千円　

高地トレーニングエリアの充実 ８７，０７６千円　

（２２，６３２千円）

　平和や人権に対する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

文化芸術の振興 ７５，８８７千円　

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

スポーツの振興

（４１６，３５０千円）

１９，９５６千円　

（５，２６８千円）

（６４，０００千円）

平和等に関する意識の醸成

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

まちづくりを担う人材の育成 ４，０８６千円　
（２，９７４千円）

　人材の育成と学習機会の提供に必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・福祉サービス総合相談支援センター創設による増 ２７，８９６千円
・障がい福祉サービス給付費の増 １３０，４４８千円
・保育所に要する経費の増 ９８，１７１千円
・臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の減 △３５９，０００千円
・要介護（要支援）認定者の増加に伴う介護給付費の増 ４１６，９７８千円
・地域包括支援センター委託化による増 ５１，２２４千円
・介護サービス事業勘定廃止による減 △２８，６１５千円

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 健全な介護保険事業の運営

（　　　　）は前年度予算額

＜地域福祉＞

　　　○ 総合的な相談機能の強化（新規）

　福祉サービス総合相談支援センターの設置に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度の運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

要求のポイント

（０千円）

６０４，９３６千円　

介護保険事業特別会計
（介護サービス事業勘定） 28,615 - △ 28,615 皆減

介護保険事業特別会計
（保険事業勘定）

一般会計 8,787,163 8,734,301 △ 52,862 △ 0.60

福　祉　部

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（６５３，２０７千円）

会計名

要求に関する基本方針

２７，８９６千円　

8,924,629 9,399,250 474,621 5.32



＜障がい者福祉＞

　　　○

　障害者総合支援法等に対応したサービス提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス等の給付、障がい者就労支援事業の実施　ほか

＜児童福祉＞

　　　○

　障がい児の健全育成を支援するための経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援　ほか

　　　○ 保育環境の改善

　保育内容の充実等に必要な経費を計上

　　・子ども・子育て支援新制度への移行

　　・私立保育園の改修、通園バス購入に対する助成　ほか

＜高齢者福祉＞

　　　○

　高齢者の安全で安心した生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、掃除、玄関先の除雪などの支援や通院、買い物などの外出支援

　　・長寿会活動に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修や屋根雪融雪装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成　ほか

　　　○

　老人福祉施設の運営・維持管理に要する経費を計上

　　・福祉センター等の運営　ほか

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催　ほか

　　　○

　高齢者の介護予防や在宅で介護する家族を支援する経費を計上

　　・通所型介護予防教室や高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症高齢者

　　　の早期発見

　　・短期宿泊、ホームヘルパー派遣の実施

　　・介護予防が必要な高齢者の把握調査

　　・在宅で介護する家族に対する介護用品や慰労金の支給

（１９７，９７５千円）

　　・地域包括支援センターの委託化　ほか

（１０２，６７６千円）

健全な介護保険事業の運営 ９，１３８，８７０千円　

（２４５，３８７千円）

（８，７２１，８９２千円）

介護予防の推進及び家族介護の支援 ２５６，１１１千円　

高齢者の安全で安心した生活の支援 ２５０，５４８千円　

老人福祉施設の運営 １３４，８３５千円　

（１，８１６，６７５千円）

１，８４７，５０９千円　

障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

（１，７０２，７１９千円）

障がい児の健全な育成 ２２９，９７３千円　
（１４５，７００千円）

                    １，９６５，１４２千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・定期予防接種拡大による増 ３４，３５８千円
・一般不妊治療費補助金の新設による増 ４，８００千円
・国保特別会計の保険財政共同安定化事業拡大による増　　

１，５７０，０００千円
・医薬品衛生材料費の減 △５６，２７９千円
・後期高齢者医療健診事業の増 １１，６００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<生活環境>

○ 火葬場の運営

　　・火葬場の設備改修と維持管理

一般会計 1,708,696

（５１，４３０千円）

要求のポイント

4.46

後期高齢者医療
事業特別会計 1,034,242 1,071,774

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

1,784,958 76,262

対前年度増減額
増減率

健康増進事業の充実

地域医療体制及び救急医療体制の充実

社会保障・税番号制度関連システムの整備

疾病予防対策の推進

　　・建設準備に向けた建設検討委員会の設置、環境調査

８２，５３２千円　

37,532 3.63

国民健康保険財政の適正化

新火葬場建設の推進

　市営火葬場の維持管理、新火葬場建設準備に必要な経費を計上

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定） 275,033 239,623 △ 35,410 △ 12.87

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定） 10,475,012 11,721,743 1,246,731 11.90



<保健・医療>

　　　○ 国民健康保険財政の適正化

　　・保険財政共同安定化事業の拡大

　　　○ 後期高齢者医療健診事業の充実

　　　○ 市民の健康増進の推進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・妊婦健康診査に対する助成、乳幼児健診の実施

　　・予防接種の実施

　　・不妊治療に対する助成（治療対象の拡大）

　　・メンタルヘルスチェックシステムの導入（新規）　ほか

　　　○ 地域医療体制の充実 　　　　　　６６２，８９５千円　

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・非常勤医等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談　ほか

１３，０９５千円　
（０千円）

　口腔機能低下予防を図り、肺炎等の疾病を予防するため歯科健診の実施（新規）

　　　　　　　　　　 （４８５，０４９千円）

（１０，４７５，０１２千円）

　　　　　　　　　　５２４，８８９千円　

　国民健康保険事業の円滑な運営に必要な経費を計上

１１，７２１，７４３千円　

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　　　　　　（６９４，２１３千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由

４９，５０５千円
・防災拠点施設への新エネルギー導入事業の減 △１７０，０００千円
・住宅エコ推進事業の減 △１２０，０００千円
・山岳トイレ整備助成など自然公園における環境整備の増 １７，０００千円
・長期修繕計画に基づく焼却施設保守点検業務の増 ２７，２６８千円
・新ごみ処理施設整備に向けた調査費等の増 ５８，３５７千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<地球環境>

　　　○ 自然エネルギー活用日本一を目指したまちづくりの推進
１１，３８５千円　
（９，２１０千円）

　自然エネルギーによるまちづくりの推進に必要な経費を計上

　　・自然エネルギーによるまちづくり「飛騨高山モデル」の構築

　　・自然エネルギー利用の普及啓発　ほか

△ 98,861 △ 7.94

自然エネルギーによるまちづくりの推進

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出量の削減

ごみ処理施設の適正な維持管理

対前年度増減額
増減率

・新エネルギービジョンに基づく自然エネルギー普及促進事業の増　　

1,244,453 1,145,592

要求に関する基本方針

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

新ごみ処理施設の建設準備

要求のポイント

公害の発生防止

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

一般会計



　　　○ 地球温暖化対策の推進 １２８，１９３千円　
（２４４，０００千円）

　地球温暖化対策の推進に向けた設備導入等の支援に必要な経費を計上

　　・「屋根貸し」による公共施設への太陽光発電システムの導入

　　・太陽光発電システム、太陽熱利用システム設置に対する助成

　　・電気自動車の普及促進（急速充電器の整備等）

　　・木質バイオマス活用に対する助成

　　・コミュニティ団体等による自然エネルギー設備導入等モデル事業に対する助成

　　　○ 生物多様性保全の推進 １１，４９２千円　
（９，１３５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習の推進

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来植物（オオハンゴンソウ等）の防除

　　　○

<生活環境>

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・小型家電の資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

　　・新ごみ処理施設整備に向けた環境調査　ほか

７７，６３１千円　

（２，８７０千円）

　　・ジオパーク・ユネスコエコパークの推進　ほか

　　・山岳トイレの整備に対する助成

（５８，１７８千円）
　自然公園の保全と利用促進のための施設整備等に必要な経費を計上

９０５，７４７千円　
（７９３，１３０千円）

自然公園の保全と活用

５，２７０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・多面的機能支払事業費の増 １９２，９２０千円
・農地集積事業補助金の増 ２４，８００千円
・６次産業化ネットワーク活動交付金の増 １１，５０５千円
・地籍調査事業の増 ９２，２２４千円

 ○ 新規就農者の確保と認定農業者の育成

 ○ 地域ぐるみの取り組みによる農地・施設の保全と鳥獣被害対策の強化

 ○ 安全・安心な農畜産物の生産拡大と地産地消や６次産業化の推進による
販路の拡大

 ○ 災害に強い森林づくりを進めるための間伐等森林整備の促進

 ○ 効率的な木材生産及び木材の利用拡大

 ○ 活気ある生産地づくりと畜産物の供給の安定化

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

　　　○

　農業の担い手確保、育成支援のために必要な経費を計上

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給

農作物獣害防止対策の強化 １５７，７０４千円　
（１４２，３９０千円）

　　・有害鳥獣捕獲隊の育成に対する助成

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上

増減率

1,401,340 1,758,154 356,814 25.46

32,500 30,702 △ 1,798 △ 5.53
地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

一般会計

会計名

農　政　部

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額

　　・機械、施設整備導入に対する助成

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成

要求のポイント

新規就農者や認定農業者の育成支援 　１３１，８３１千円　
（１２７，０００千円）



　　　○

　　　○

＜林業＞

　　　○

　　・水源林の境界明確化

　　　○

　　・市産材を活用した住宅等建設に対する助成

＜畜産業＞

　　　○

　　・全日本ホルスタイン共進会および市畜産共進会への助成

農業の多面的機能の維持・向上 　２４３，４４０千円　
（５０，５２０千円）

　地域活動や営農の継続等に必要な経費を計上

　　・農業の多面的機能の発揮のための地域活動や営農の継続等に対する助成

　２９，８００千円　
（５，０００千円）

　農地の集積や集約化を促進するために必要な経費を計上

　　・農地の出し手や担い手等に対する農地集積支援

畜産振興の推進 １，７４０千円　
（９９０千円）

　畜産振興を図るために必要な経費を計上

（７９，４８９千円）
　森林施業を促進する境界明確化のための経費を計上

　　・地籍調査

木材の利用促進

森林境界明確化の推進 １７１，７１３千円　

４９，０９０千円　

農地の集積や集約化の促進

（４５，５９０千円）
　市産材の活用促進に必要な経費を計上

　　・未利用資源の活用



単位：千円、％

　　主な増減理由
・伝統的工芸品産業等の振興策の推進による増 ２，０４０千円
・外部有識者の活用によるブランド振興策推進による増 ７，２７２千円
・中心市街地の活性化事業の推進による増 ２６，９７５千円
・緊急景気対策利子補給等の終了による減 △１３２，８６５千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 飛騨高山ブランドの競争力強化に向けた施策の推進

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業立地に向けた積極的な誘致活動の推進

　　　○ 観光客５００万人を目指した戦略的誘客宣伝事業等の展開

○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　　・創業支援資金融資、小口融資、経営安定特別資金融資

　　・創業者、セーフティネット認定対象事業者への利子補給（新規）

　　・勤労者生活安定資金融資、勤労者住宅資金融資

（２，０４０，４５１千円）

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 3,231,701 3,107,998 △ 123,703 △ 3.83

観光施設事業
特別会計 93,815 105,394 11,579 12.34

中小企業等融資事業の推進 １，９０７，５８６千円　

要求のポイント

要求に関する基本方針



＜商業＞＜工業＞

　　　○

　特産品の積極的な宣伝・販路拡大、ブランド力の強化に必要な経費を計上

　　・外部有識者の活用によるマーケティング、ブランド力の強化

　　・飛騨高山ブランド振興事業に対する助成

　　・飛騨高山展開催事業に対する助成

　　・メイド・イン飛騨高山の認定制度の創設（新規）　ほか

　　　○

　伝統的工芸品産業等の販路拡大、後継者育成等に必要な経費を計上

　　・後継者育成事業の対象の拡大

　　・伝統的工芸品産業振興団体に対する助成

　　・飛騨高山の名匠認定　ほか

＜商業＞

　　　○

　中心市街地活性化のための商店街機能の向上やにぎわい創出のほか、居住促進に必要な

　経費を計上

　　・商店街機能強化、空き店舗対策事業等に対する助成

　　・まちなか居住促進にかかる助成

＜工業＞

　　　○

　企業誘致を推進するために必要な経費を計上

　　・企業誘致促進制度による企業誘致活動

＜観光＞

　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上

　　・北陸新幹線開業に合わせた広域連携誘客宣伝事業の推進

　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催

　　・コンベンションの開催に対する助成

　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成

　　・観光振興イベントの開催に対する助成　ほか

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

　　・観光施設の運営、整備

（１８１，５６６千円）

（４２１，６０７千円）

誘客宣伝の実施 ２３９，３８８千円　
（２６１，５１８千円）

観光施設の運営 ４０９，９６１千円　

（４４，７４９千円）

中心市街地の活性化 １１８，５１５千円　
（９１，５４０千円）

企業誘致対策の推進 ２２６，８４８千円　

飛騨高山ブランドの競争力強化 ４５，６０２千円　
（３８，３３０千円）

伝統的工芸品産業等の振興策の推進 ４６，７８９千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・千島線、花本線（広瀬踏切）他道路整備事業の増 ３７３，８６０千円
・高山駅周辺土地区画整理事業の増 １，８０２，８１９千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ 良好な景観の保全と創出の推進

　　　○ 安心・快適に住み続けられる居住環境の整備

　　　○ 高山駅周辺土地区画整理事業と自由通路（駅舎）整備事業の計画的実施

（　　　　）は前年度予算額

＜道路＞

　　　○

　　　○

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

一般会計 4,202,119 6,867,063 2,664,944 63.42

８７６，０６０千円　
（５０２，２００千円）

要求のポイント

街路事業の推進 ６４８，５２０千円　
（７５７，７７８千円）

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

駅周辺土地区画整理事業区域と結節する基幹道路整備による交通環境の
向上

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向
上

　　・村上田頃家線（村上橋）、福地線（百合見橋）、花本線（広瀬踏切）、
　　　千島線　ほか

市民の生活と生命・財産を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・西之一色花岡線、高山駅東口線

道路新設改良事業の推進



　　　○

＜防災＞

　　　○

＜土地利用＞

　　　○

＜景観＞

　　　○

＜住宅公園＞

　　　○

　　　○

　安全安心な公園利用の促進に必要な経費を計上

　　・公園の改修、まちかどスポット「憩いの場」の整備　ほか

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょう１１橋の耐震補強を実施
  　  （穂枝橋、神橋、小舟橋、臼本橋、昭和橋、柳橋ほか）

市営住宅改修整備事業の推進 ４４，０９０千円　
（２２，０００千円）

高山駅周辺土地区画整理事業の推進 ２，５４６，９７８千円　
（７４４，１５９千円）

　高山駅周辺土地区画整理事業等に必要な経費を計上
　　・自由通路整備、高山駅西口駅前広場整備、西之一色花岡線整備　ほか

　安全で快適な住環境を提供するための施設整備に必要な経費を計上

　　・市営住宅の改修

公園等改修整備事業の推進 ５４，２００千円　
（３７，５００千円）

（２７７，８００千円）
　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

道路維持修繕事業の推進 ６６５，７００千円　
（４２３，０００千円）

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕　ほか

橋りょう耐震補強事業の推進 ２７０，０００千円　

良好な景観の保全と創出の推進 ３８，１９９千円　
（２３，９３１千円）

　良好な景観の保全と創出を推進し、地域資源として活用するための経費を計上
　　・市街地景観保存区域建造物や地域住民の景観保存活動に対する助成　ほか



単位：千円、％

　　主な増減理由
・経営統合に伴う減価償却費等の増（上水） ２８８，４８５千円
・基幹管路耐震化事業費の増（上水） ３６７，５９５千円
・簡易水道事業の廃止による減 △５７７，０６４千円
・終末処理場長寿命化及び更新費用の減（下水） △６５２，４９５千円
・特定環境保全管きょ建設事業費の増（下水） １７３，２２９千円
・農集処理施設長寿命化及び更新費用等の増（農集） ２８，８００千円

○ 安全安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

○ 安全安心な水を安定して供給するための水源の保全と確保

○ 生活環境の向上と公共用水域の水質保全

○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上下水道＞

　　○ 水源の保全と浄水施設整備の推進

　水源地の保全と安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上
　　・宮水源周辺用地の取得
　　・六厩浄水場基幹改良事業

60.92

簡易水道事業
特別会計 577,064 - △ 577,064

水道事業
会計 1,903,428 3,063,032 1,159,604

5.13
農業集落排水
事業特別会計 588,044 618,230 30,186

3,578,734 3,222,419

皆減

要求に関する基本方針

要求のポイント

237,452 259,396 21,944 9.24

増減率

△ 9.96
下水道事業
特別会計

一般会計

会計名

水　道　部

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額

△ 356,315

１６５，１２９千円　
（９７，２６３千円）



　　○ 基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ５７６，７１８千円　
（２０９，１２３千円）

　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・基幹管路の耐震化整備
　　・老朽管の布設替工事
　　・道路改良及び災害復旧に伴う布設替工事　ほか

　　○ 配水施設整備の推進 ６０，３００千円　
（３７，２０６千円）

　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・配給水区域再編事業（まこも、鍋山、大洞）
　　・未給水地区解消　ほか

　　○ 公共下水道の管きょ布設、マンホール蓋更新

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・マンホール蓋の更新（２００箇所）　ほか

　　○ 特定環境保全公共下水道の管きょ布設

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　　　　 　　・管きょ布設（国府町三川地区、奥飛騨温泉郷中尾地区）

　　○ 農業集落排水施設の機器の長寿命化及び更新

　　　　 　農業集落排水処理施設の設備・機器の長寿命化及び更新に必要な経費を計上
　　　　　 　　・農業集落排水処理施設の長寿命化工事

８１，８５０千円　
（２８，２７８千円）

３７３，８９４千円　
（２００，６６５千円）

（０千円）
２８，８００千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由

　　　○ 効率的な基金及び歳計現金の運用   

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

△ 102,794 △ 8.74

会　計　室

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額

適正な会計事務の実施 ２，２０７千円　

　歳計現金の適正な管理

要求に関する基本方針

増減率

一般会計

会計名

1,176,804 1,074,010

・基金積立の減

１，０５１，８６５千円　

　効率的な基金の積立運用

より有利で安全な基金の運用
（１，０５１，３１９千円）

要求のポイント

（１，９８５千円）
　効率的な出納事務遂行のための職員の研修会の実施



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○
（６，３９３千円）

　監査等の充実に必要な経費を計上

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，６４０千円　

一般会計 7,576 7,876 300 3.96

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 円滑な議会運営 ３３，５５０千円　
（３３，２５８千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・政策提言の実施

　　・議会広報紙の発行

　　・議会情報及び会議録の公開

　　・議会関係事務

議　会　事　務　局

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額

33,550 292 0.88一般会計

増減率

　　・議会・委員会等の開催

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

　　・議会審議の中継

会計名

33,258

要求に関する基本方針

要求のポイント

市民にとって、わかりやすく開かれた議会運営



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校校舎大規模改修事業の増 １２９，６５０千円
・小中学校の施設等修繕費の増 ３４，２５０千円
・小学校教科書改訂による指導書購入費の増 ２５，５４８千円
・旧森邸等整備事業の増 １１８，４８０千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 学びのセーフティネットの構築

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・図書教育の充実

　　・個別指導体制の充実

　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施

　　　○

　　・小学校教師用教科書・指導書の購入　ほか

学校給食費
特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・教材備品の購入

405,000 399,252 △ 5,748 △ 1.42

一般会計 1,774,797 2,217,338 442,541 24.93

教　育　委　員　会

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

教育の充実 １６１，７２９千円　
（１４４，８２２千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

１５１，２００千円　

　　・吹奏楽備品の整備

（１１９，７９０千円）
　教育環境の整備に必要な経費を計上

　　・国際教育の充実

　　・郷土教育（リーダー育成のためのキャリア教育）の推進　ほか

教育環境の整備



　　　○
（５３７，１００千円）

　学校施設等の安全、安心、快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の大規模改修（国府小、松倉中学校校舎）

　　・スクールバスの更新　ほか

○

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　　○

　　・安全、安心なおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営（高山、清見、一之宮、久々野、本郷）

　　・調理用機械器具、給食配送車両の更新　ほか

＜文化＞

　　　○

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成　ほか

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な費用を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策事業　ほか

　　　○

　　・伝統文化拠点交流施設（旧森邸等）の整備（新規）

　　・まちの博物館における特別展等の開催

　　・文化財多言語看板の設置

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・私立幼稚園の就園に対する助成

（５９３，４８５千円）

（２，３５５千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化継承への支援

１２７，８５７千円　

安全、安心で魅力ある学校給食の実施 ６２１，１３６千円　

（６，４０６千円）
歴史・文化活用の推進

　地域の文化継承に必要な費用を計上

（８１，０００千円）
歴史的町並み保存の推進 ８３，１９０千円　

　　・歴史ガイドマスター養成事業

３，１８４千円　

安全、安心、快適な学校施設等の整備 ７１５，７５８千円　

幼児教育、高等教育の充実
（７６，６５０千円）
７６，６５０千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・消防車両更新に伴う増 ３４，０７４千円
・消防団員退職報償金の減 △２８，９７６千円

　　　○

　　　○
団員の士気高揚、団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜消防＞

　　　○

　消防車両等の更新に必要な経費を計上

　　　○

　消防施設の維持管理に必要な経費を計上

　　　○

　消防団活動に必要な経費を計上

　　・消防団員出動報酬

　　・消防団員退職報償金

 　 ・消防用ホース等の更新　ほか

８５，６４７千円　消防団活動の充実

消防車両の更新 １５６，０７４千円　

一般会計 571,311

消防団員の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実及び

要求のポイント

消防施設の維持管理

　　・水槽付消防ポンプ車、高規格救急車、消防団ポンプ車、積載車　ほか

592,193 20,882 3.66

（１２２，０００千円）

９，２１８千円　
（１６，０００千円）

　　・消防団車庫の改修　ほか

　　・高山支団招集システムの整備

（１１３，３００千円）

要求に関する基本方針

市民の安心・安全を確保するための消防装備等の充実強化

消　防　本　部

要求額

平成２６年度
当初予算額

平成２７年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名




